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経済と地域社会の発展月間/米山月間

皆さん　こんにちは。阪神タイガースもいよいよ
切羽詰まった感じになってしまいました。まだヤクル
トに決まったわけでもないので、まだまだ最後まで
わかりません。
我々の特許業界では、最後まで分からないという
のはよくある話で、私が経験したことをお話ししたい
と思います。
その特許は、「物」の製造方法に関するもので、
特許権が成立するまでに、先行技術との関係から拒
絶理由を受け、また、特許異議の申立も受けたりして、
大変苦労しました。特許異議の申立は、ダミーです
ることが多いのですが、その特許異議申立人は堂々
と名前を出していました。調べるとその業界の首領
と呼ばれるような人でした。
特許異議の申立は認められませんでした。すると、
すぐに、特許異議申立人からその特許権についての
実施権の許諾の申し入れがあり、事務所で実施権

交渉を持つことになりました。
東京から新幹線で来阪したその首領は、同伴し
た息子さんに自分のやり方をよく見ておけといい
ながら、虎屋の紙袋から「手付です」といって現
金６０００万を机の上に積み上げました。そん
な現金を見たこともありません。お茶を持ってきた、
事務所の女性もびっくりしてどぎまぎしていました。
実施料も総額２億円を下らなかったと思います
が、依頼者の特許権者は首を縦に振りませんでし
た。
私は、侵害訴訟になれば、訴訟費用もかかるし、
提示の金額は特許権の内容からすると決して安い
金額ではなく、妥当な金額であり、受けるべきで
あると勧めました。
しかし、特許権者は、その製造方法がその業
界でポピュラーになりつつあったことから、実施料
としてはもっともっともらえるはずであるとして、結

奉仕の理想 カチューシャの唄

〈第1728回〉 2021年10月19日（火） 本年度第13回

担当： 大草会員担当：山崎会員

withコロナ時代の社会奉仕活動
～事例と考え方～

ビタミンC、D、亜鉛でコロナに克つ

10月26日（火）

奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために



（１ページより）

今月24日は「さつまいもスクール収穫体験」がござ
います。
当クラブは毎年このイベントでボランティアとして
参加しています。

ボランティアの内容
① 一般の方の入門時に検温と消毒　2～3名
② 自転車置き場への誘導　　　　   2～3名

今月24日は「さつまいもスクール収穫体験」がご
ざいます。
当クラブは毎年このイベントでボランティアとして
参加しています。
ボランティアの内容
① 一般の方の入門時に検温と消毒　2～3名
② 自転車置き場への誘導　2～3名
③ 本部受付　　2～3名
④ 棟への誘導　2～3名
以上になります。
なお、開始時間に関しましては4部構成になっています。
1部   9:30～10:15
2部 10:30～11:15
3部 11:30～12:15  会長挨拶（鳥居会長）
4部 13:30～14:15
日時  10月24日（日曜日）
集合は9:00とさせていただきます。

皆様、是非参加よろしくお願いします。

【10月号　横組記事より】
RI指定記事から１つ。
P.24～25　[多様性・公平さ・インクルージョンへ
のロータリーのコミットメント（公約）]の標題の記事
です。
メータRI会長、ジョーンズRI会長エレクト（国際
ロータリー初の女性RI会長となります）から連名で
DEIへの取り組み、各クラブでの具体的な取り組み
方法についてメッセージが出されていますのでご紹
介いたします。
ロータリーでは、持続可能な良い変化を生むため
に行動したいという意思を持って実際に行動するこ
とが重要ですが、今後、Diversity:多様性、Equity：公
平さ、Inclusion:様々な価値観を受け入れ生かす包
摂性の頭文字をとったDEIへの取り組みを強化する
ことが打ち出されています。そして、DEIをサポートす
るための５つの方法も記載されています。
ところで、インクルージョンとは、様々な価値観を
認め、良いところを生かして融合させ活用するという
意味ですが、これを表現する適切な日本語訳はまだ
ないのでインクルージョンのままで表記されていま
す。DEIは今後ロータリー活動のキーワードの一つと
なりますので、DEIとは何かを理解するために是非こ
の記事をお読みください。

P.13　[卓話の泉：薬の使い方]
大阪鶴見RCの大草会員の卓話「薬服用のノウハ
ウ」が紹介されています。一度卓話でお聞きになって
いると思いますが、再度確認のため、更には保存版
としてとっておかれてはどうでしょうか。

中 村 会 員 本日、卓話担当です。
前田松和さんに「超高齢化社会を迎え
る時」についてお話をしていただきま
す。
御静聴よろしくお願い致します。

稲 垣 会 員 再開、初日から欠席して申し訳ありま
せん。
誕生日お祝いありがとうございます。

￥13000.-　　累計　￥122,000.-

次年度指名委員会立ち上げが承認されました。
会計報告（8月・9月）承認されました。
夜例会（やまと）での開催を昼例会として11月9日
12時より開催

局、この金額では応じられないとして、交渉は決裂し
ました。
　その後、相手方から新たな証拠による無効審判が
提起され、結局、無効になって、特許権者には一銭も
入りませんでした。何事も最後までどうなるかわかり
ません。阪神タイガースもまだ分かりません。逆転を
信じ、応援したいと思います。

副委員長　水口　敦司社会奉仕委員会報告

幹事報告 幹事：須田 幸史朗

委員　菊井　康夫「ロータリーの友」　10月号記事紹介



担当：稲垣会員

この四半世紀で我が国の平均寿命は15歳伸
び、70歳前半までは社会の担い手と考えるべきで
あるとも言われるようになった。一方で、多くの企
業や官公庁では定年後の再雇用も含めて、65歳
までしか働く場が提供されていない。退職後や子
育て後の高齢者は、外に居場所がなく、家に閉じ
こもりガチになる人も少なくない。このような高齢
期の不活発は認知症リスクを20%も増大させるこ
とが指摘されており、医療介護費の増大を抑える
にはシニア世代が生きがいを持って活動できる場
の仕組みづくりが不可欠である。
実際、高齢者の就業率の高い地域では老人医
療費が低い頃も示されている。本構想では、シニ
ア世代が運営主体となり、同世代や上の世代のシ
ニアのための活動、交流の場を提供する相互扶助
型の新・コミュニティを、公的補助も活用して創出
することを提案する。
多くのデータが65～74歳の8～9割は自立して
活動的な生活を送り、短時間労働に意欲を持つ人
も多いことを示している。本構想はこうした意欲を
活用してシニア世代が責任ある仕事を持つこと、
異世代間交流をすることなどを推進する仕組みを
目指す。

活用してシニア世代が責任ある仕事を持つこと、
異世代間交流をすることなどを推進する仕組みを
目指す。

現役世代に頼らない、シニア世代が中核となり
自立していける「未来型社会システム」
（健康・就労・学習・交流・娯楽等の活動機能を
一元管理）を構築する。
《スーパーシティ構想との連携》

卓 話

10月12日【1727回】

会員数　 　 　 　 2 8 名
（内出席規定免除 11名）

出席会員   14名中  9名

出席免除会員  11名中  7名

休止会員　　　   3名 

出 席 率 16/21  76.19%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 17名

前々回  8/3  Ｍ/Ｕ1名

修正出席率 19/21190.48%

超高齢化社会におけるシニアの力を生かした
新・共創コミュニティ推進プロジェクト

担当：中村会員

世界に先駆けて超高齢化社会を迎える日本
―シニアが輝く社会の実現を目指して―
講師：前田　松和氏　元鹿島建設関西支店次長
日野原重明記念「新老人の会」大阪事務局長

はじめに～発足の意図～

基本理念～社会への影響～

①

本コミュニティの活用により、シニア世代の医
療介護費の削減と社会参加（再就労、企業活
動等）による経済の活性化を図る。

③

実証実験の場として万博会場にモデルコミュ
ニティを開設。その後モデルコミュニティの検
証を確認し、大阪府下から関西圏、全国そして
全世界へネットワーク化を推進し、新しい日本
初の産業として育てていく。

④

全国各地域の特注に対応した新・共創コミュ
ニティを展開することにより、高齢者の孤独
化、孤立化を防止すると共に、過疎化が進む地
方都市ゾーンの再生のベースとして活用が期
待できる。

⑤

IoT、AI、BD、VR等の革新的な技術と、シニア
世代に優しい「ロハス型」ライフスタイルが融
合し、健康で楽しく、生きがいのある新・共創コ
ミュニティを創設する

②




